
 

 

第５学年 算数科学習指導案 
日 時 平成３０年１０月１０日（火）５校時 

場 所 ５年１組教室（北校舎３階） 

児 童 ５年１組（男１４名 女１５名 計２９

名） 

指導者 遠藤 恵一 

 

１ 単元名 「分数をもっとくわしく調べよう」 

        新しい算数（東京書籍 上 P.１０４～１１７） 

 

２ 単元について 

（１）単元について 

  本単元で扱う分数の性質や異分母の分数の加減計算は，学習指導要領には以下のように位置づけら

れている。 

  第５学年 Ａ 数と計算 

Ａ（５） 分数の加法、減法 

（５）分数の加法及び減法に関わる数学的活動を通して,次の事項を身に付けることができるよう 

指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

（ア）異分母の分数の加法及び減法の計算ができること。 

 イ 次のような思考力,判断力,表現力等を身に付けること。 

   （ア）分数の意味や表現に着目し,計算の仕方を考えること。 

 

（２）児童について 

児童はこれまで,第２学年における
１

２
,
１

４
などの簡単な分数を学習することをはじめとして,第３学

年において「分母」「分子」の用語を扱うなど,分数の意味や表し方について本格的な学習をしてき

た。また,第４学年では,「真分数」「仮分数」「帯分数」の用語を扱い,分数の意味や表し方について

理解を深めるとともに,大きさの等しい分数の存在に気づかせる活動を通して,分数についての理解

を深めてきている。さらに第５学年第８単元「分数と小数，整数の関係」の学習では,わり算の商と

いう分数についての新しい意味を学習してきた。また,「分数の加減計算」については,第３学年で,

同分母の分数の加減計算の意味について理解し,その計算の仕方を考えて,和が１までの場合につい

て学習してきた。そして,第４学年では,同分母の真分数に加え,仮分数や帯分数の加減計算について

も学習した。 

 

（３）指導について 

  本単元では，分数の意味や表し方についての理解を深めるとともに,異分母の分数の加法及び減法の

計算の仕方を考え,それらの計算ができるようにすることがねらいである。 

  「分数」については,約分や通分の意味とその仕方について指導する。また,「異分母の分数の加減計

算」については,真分数をはじめ,仮分数や帯分数を含むものも指導する。 

  「異分母の分数の加減計算」でのつまずきは,約分や通分をするときに多く見られる。分数には,同じ

大きさを表す様々な表記があることの理解が不十分であればあるほど,その傾向は強くなっていく。し

たがって,これらのつまずきを解消するために,同じ大きさを表す分数が多様にあることやその表し方

を,数直線や面積図を用いて視覚的にとらえさせていくことを繰り返し行いながら,丁寧に指導してい

きたい。また,一単位時間だけの指導で完全な定着を達成することは難しいので,宿題や朝学習などの

時間を活用して,繰り返し復習する時間を意図的につくり,確かな定着を図りたいと考えている。 

  「異分母の分数の加減計算」の指導では,計算する前に通分して分母をそろえれば計算できることに

気づかせ,既習事項と関連づけて定着を図るようにしたい。また,通分することによって単位分数の  

いくつ分として考えることが大切であり,「異分母の分数の加減計算」も,整数や小数の加減計算と   

同様に,単位とするものの何こ分かを考えていることを理解させるようにしたい。 

 



 

 

３ 単元の関連と発展 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 単元の評価計画 

（１） 単元の目標 

 ○分数の性質や異分母の分数の加法及び減法の意味について理解し,それらを用いることができる 

ようにするとともに,数についての感覚を豊かにする。 

 

（２） ［関心・意欲・態度］〇整数の除法の商を分数で表せることのよさに気付き,分数と小数,整数

を     

相互の形で表し,学習に用いようとする。 

     ［数学的な考え方］ 〇分数と整数,小数は,表し方は違っても数としては同じもの表している

ことをとらえることができる。 

    ［技能］      〇a÷ｂを
𝑎

ｂ
,
𝑎

ｂ
を a÷ｂとみたり,分数を小数で表したり,小数,整数を分数

の形になおしたりすることができる。 

    ［知識・理解］   〇小数の除法の結果は分数を用いると１つの数で表せることや,分数と小

数,整数の関係を理解する。 

 

（３） 単元の評価規準 

算数への関心・意欲・態

度 
数学的な考え方 

数量や図形についての

技能  

数量や図形についての 

知識・理解 

大きさの等しい分数の存

在を認め,約分や通分の意

味や異分母の分数の加法

及び減法の計算の仕方を

考え,分数の意味の理解を

深めようとする。 

単位の考えに着目し

て,分母をそろえるこ

との意味を考え,異分

母の分数の加法及び減

法の計算をとらえるこ

とができる。 

約分,通分や異分母の

分数の加法及び減法の

計算をすることができ

る。 

 

分数の性質や約分,通

分の意味,異分母の分

数の加法及び減法の意

味やそれらの計算の仕

方について理解する。 

 

４年  

分数 

●分数の表し方 

●大きさの等しい分数 

●異分母の分数の加減計算 

５年  

偶数と奇数,倍数と約数 

●倍数,公倍数,最小公倍数の

意味と求め方 

●約数,公約数,最大公約数の

意味と求め方 

６年 

分数のかけ算 

●乗数が分数の場合の乗

法の計算 

５年 

分数と小数,整数の関係 

●除法の結果と分数 

●分数と小数,整数の関係 

５年 

分数のたし算とひき算 

●同値分数のつくり方 

●「約分」「通分」の意味 

●異分母の分数の加減計算 

●分数と小数の加減混合計算 

●分数を用いた時間の表し方 

５年 

分数のかけ算とわり算 

●乗数や除数が整数である分

数の乗除計算 

６年 

分数のわり算 

●除数が分数の場合の除

法の計算 



 

 

  

（４）単元の指導計画（全１２時間） 



 

 

５ 本時の指導計画 

 ◎目 標  〇学習活動 主な評価規準 

１ ◎分数の分母と分子に

同じ数をかけても，同じ

数でわっても，分数の大

きさは変わらないこと

を理解する。 

○
１

４
と大きさの等しい分数のつくり方を考える。 

○分数の性質として，大きさの等しい分数のつ

くり方を まとめる。 

技大きさの等しい分

数を つくることが

できる。 

２ ◎「約分」の意味につい

て理解する。 
○

１８

２４
と大きさの等しい分数の見つけ方を考え

る。 

○用語「約分」を知り，方法をまとめる。 

知分数の性質を使っ

た,大きさの等しい

分数の見つけ方を

理解している。 

３ 

 

◎「通分」の意味につい

て理解する。 

 

○
３

４
と

４

５
の分数の大きさの比べ方を考える。 

○用語「通分」を知り，方法をまとめる。 

○適用問題に取り組む。 

技公倍数を用いて,通

分することができ

る。 

４ ◎「通分」の意味につい

て理解する。 
○

１

２
と

２

３
と

１

４
の通分の仕方を考える。 知分数の性質を使っ

た,分数の大きさの

比べ方を理解して

いる。 

５ ◎異分母の分数の加減

計算の意味を理解し，

その計算ができる。 

 

○
１

５
＋

１

２
の計算の仕方を考える。 

○
１

２
－

１

５
の計算の仕方を考える。 

考異分母分数の加減

計算の仕方につい

て,分母をそろえる

ことの意味を考え,

説明している。 

６ ◎約分ができる場合の

加減計算の仕方を理

解し，その計算ができ

る。 

○
１

６
＋

３

８
の計算の仕方を考える 

○途中で約分する方が手際のよいことをまとめ

る。 

技異分母の分数の加

減計算（約分あり）

ができる。  

７ ◎帯分数の加法計算の

仕方を理解し，その計算

ができる。 

 

○１
３

５
＋２

１

３
の計算の仕方を考える。 

○通分してから整数部分，分数部分どうしを計

算する方法と仮分数になおして通分して計算

する方法があることをおさえる。 

考帯分数の加法計算

の仕方を,帯分数の

構造や既習の真分

数の計算を基に考

え,説明している。 

８ ◎帯分数の減法計算の

仕方を理解し，その計算

ができる。 

○帯分数の加法計算の仕方を基に２
３

４
－１

２

３
 

の計算の仕方を考える。○計算練習をする。 

技帯分数の減法計算

ができる。 

９ 

本

時 

◎分数と小数の加減混

合計算ができる。 

 

○
２

５
＋0.3の計算の仕方を考える。 

○計算練習をする。 

技分数と小数の加減

混合計算ができる。 

１

０ 

◎分数を用いた時間の

表し方を理解する。 

 

○４５分を時間の単位で表すことを考える。 

○
９

１２
時間，

３

４
時間が

４５

６０
時間と等しいことを通分

して確かめる。 

技時間の単位を変え

て分数で表すこと

ができる。 

１

１ 

◎学習内容を適用して

問題を解決する。 

 

○「力をつけるもんだい」に取り組む。 技学習内容を適用し

て,問題を解決する

ことができる。 

１

２ 

◎学習内容の定着を確

認し，理解を確実にす

る。 

 

○「しあげ」に取り組む。 知基本的な学習内容

を身につけている。 



 

 

（１）目標 

   分数と小数の加減混合計算ができる。     

 

（２）指導構想（研究の重点との関わり） 

  ＜自分や友達の考えを大切にし、進んで学ぶ子ども＞ 

 

➀研究の重点１・・・自分の考えをもつ見通し 

  「分数と小数が混じっている」という言葉を,子ども達から引き出したい。そのために,前時までの

「分数＋分数」を確認し,本時の学習問題との違いを明確に意識させる。課題を子ども達と一緒に作っ

た後,「どのようにしたら計算できるか。」と問い,「分数か小数どちらかに揃えれば計算できそうだ。」

という見通しをもたせたい。また,算数に対して苦手意識の強い児童が多いので,「私にもできそうだ。」

という安心感を確実にもたせた上で,授業を展開させることが,児童全員の目標達成のためにはたいへ

ん重要な要素となる。よって,授業導入時の子ども達とのやり取りの中で,児童一人一人の表情や発言

内容をよく観察・把握しながら,進めていきたい。 

 

 ②研究の重点２・・・学び合いを深める伝え合い  

  「全体で検討する前に,班の中でお互いの解決方法を発表し合う。」また,「全体の発表の場では,友達

の考えを別な児童に説明させることで,自分の考えの再構築を図りたい。」と考えこれまで指導してき

た。 

  本時学習場面では,分数か小数にそろえれば計算できると考えて自力解決に取り組んだが,
２

３
は小数

で表しきれない,小数にそろえて計算できない場合もあることに子ども達が気付き,解決策を考えて課

題を解決することで,大きな達成感を得られる場面である。したがって,例題一問目を自力で解決した

後に,「分数と小数が混じった計算では,どちらかにそろえれば計算できる。」ということをまとめ,例

題二問目に取り組み,そこで新たな課題に直面させたい。しかしこの場合,
２

３
はそのままで分数にそろえ

て計算を試みた児童は答えを求めることができるはずなので,新たな課題に直面することはない。そこ

に、自然発生的に子ども達同士の学び合いが生まれるようにしたいのである。なぜなら,自然発生的に

生まれた課題こそ,子ども達にとって魅力的な課題となると考えるからである。小数にそろえることが

できずに計算が解決できない児童が声をあげ,学級全体で議論し,「分数を小数で表せないときには,分

数にそろえて計算すればよい。」という結論を,学び合いによって,子ども達自身の手で得られるように

展開させたいと考えた。 

  それから,もう一つの考え方がある。それは,例題二問目を計算する前に,小数で表せない分数の存在

を子ども達が指摘し,課題をまとめていく。という流れである。
２

３
や

４

７
のような小数で表しきれない分

数を子ども達が出し合い,まとめを作った後に,子ども達が発見した分数で問題を作り,みんなで解い

ていくというものだ。 

  学び合い成立の鍵を握るのは,「話したい。」「聞いてみたい。」という子ども達の思いである。２９人

全員の「話したい。」「聞いてみたい。」の思いが最も強く表れるのは,どちらの流れなのか,子ども達の

思考と算数に強く苦手意識をもっている児童の表情から,その時の最善の方法を選択して指導にあた

りたいと考えている。 

  

 ③研究の重点３・・・学びを実感できる振り返り 

  振り返りの場面では，以下の２点が柱となる。 

  ・振り返りの観点に基づいて,授業を振り返る。板書を使って効果的に振り返る。 

  ・評価問題で,子ども達の目標達成状況を確実に見取る。 

  本時の評価は「技能」であるので,数多くの問題を解かせ,分数の加減混合計算が確実にできる   

ようにしたい。特に,算数に苦手意識のある児童が笑顔で自己の成長を実感できるよう,学習内容をし

っかりと振り返り,評価問題を確実に解けるようにしたい。 

 

 

（３）展開 



 

 

過程 学 習 活 動 指導上の留意点 （評：評価） 

見 
 

通 
 

す 
 
 

５
分 

１ 問題提示 

 

 

○今までの計算と違うところを考える。 

２ 課題把握 

  

 

３ 見通し 

○どのようにしたら計算できるか考える。 

 

 

 

 

 

・既習との違いを明確にし,課題へと

つなげる。 

・小数，分数どちらかにそろえれば，

「習ったことを使って計算するこ

とができる」という見通しをもたせ

る。 

 

学

び

合

う 

 

 

20 

分 

 

 

 

４ 自力解決・伝え合い 

○
２

５
＋0.3を解く。 

 ・分数にそろえる  ・小数にそろえる 

  
２

５
＋0.3＝

２

５
＋

３

１０
   

２

５
＋0.3＝0.4＋0.3       

     ＝
４

１０
＋

３

１０
        ＝0.7 

     ＝
７

１０
    

７

１０
＝0.7 

 〇
２

３
＋0.5を解く。 

 ・分数にそろえる     ・小数にそろえる 

  
２

３
＋0.5＝

２

３
＋

１

２
     

２

３
＝0.666・・・わり切れない 

     ＝
４

６
＋

３

６
  →いつでも使えるわけではない 

     ＝
７

６
 

・小数,分数どちらで解いてもよいこ

とにするが,早く終わった児童は,

どちらの方法でも解くことを伝え

る。 

 

・小数にはそろえられない問題がある

ことに気付いた児童がいた場合は,

全体で共有し,どのようなときにま

とめが成り立たないのかを考えさ

せる。 

・
２

３
は小数で表すことができないこと

を確かめ,小数を分数で表すよさを

確認する。また,分数,小数,整数が

混じった計算の場合は,整数につい

ても分数に直して計算することを

確認する。 

 

ま

と

め

る 

15 

分 

 

６ まとめ 

 

 

 

７ 練習問題を解く 
２

５
＋0.2   ,  

4

7
－0.3  など 

 

 

 

評分数と小数の混じった加減混合計

算ができる。（技能） 

振

り

返

る 

 

5 

分 

 

８ 振り返りを書く。 

〇本時の学習で分かったことや友達から学んだことを

記述する。 

 

・本時の学習で分かったこと,友達の

考えから学んだことを記述させなが

ら,学習のプロセスを振り返る。 

 

２

５
＋0.3の計算のしかたを考えましょう。 

 

分数と小数のまじった計算の仕方を考えよう。 

分数と小数のまじった計算は、どちらかにそろえて計算する。

分数を小数で表せないときは、分数にそろえて計算する。 


